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本
誌
編
集
部

架
橋
離
島
と
小
規
模
離
島
の
い
ま
⑤

唐
津
市
の
島
々

調
報
査
告

佐
賀
県
唐
津
市
は
、
平
成
一
七
年
の
町
村

合
併
に
よ
り
成
立
し
た
。
東
松
浦
半
島
を
取

り
囲
む
よ
う
に
、
七
つ
の
有
人
離
島
（
高
島
、

神かし
わ集
島じま
、
小
川
島
、
加かか
ら唐
島しま
、
松
島
、
馬ま
渡だら
島しま
、
向むく

島しま
）
と
対
本
土
架
橋
に
よ
り
平
成
三
年
に
法

指
定
解
除
さ
れ
た
加か

部べ

島し
ま

が
所
在
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
旧
呼
子
町
域
に
所
在
す
る
加
部
島

（
令
和
二
年
国
調
人
口
四
五
八
人
）
を
中
心
に
、同

域
の
小
川
島
（
二
六
三
人
）、
旧
肥
前
町
域
の

向
島
（
五
〇
人
）
の
現
況
を
報
告
す
る
。

�

加
部
島
―
唐
津
市
唯
一
の
架
橋
島

加
部
島
と
本
土
を
結
ぶ
呼
子
大
橋（
全
長
七

二
八
メ
ー
ト
ル
）
は
、
平
成
元
年
四
月
に
開
通

し
た
。
農
業
の
生
産
性
の
向
上
及
び
農
産
物

流
通
の
合
理
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
建
設

さ
れ
た
こ
と
が
特
徴
で
、
本
土
か
ら
の
農
業

用
水
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
共
架
さ
れ
て
い
る
。

加
部
島
出
身
で
呼
子
公
民
館
長
を
務
め
る

大
薗
勇
次
郎
氏
は
「
橋
で
繋
が
っ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
本
土
に
も
通
勤
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
た
、
島
に
嫁
ぐ
こ
と
へ
の
ハ
ー
ド

ル
も
下
が
っ
た
と
思
う
」
と
架
橋
効
果
に
つ

い
て
語
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
旧
呼
子
町
全
体
で
少

子
・
高
齢
化
が
進
み
、
加
部
島
も
例
外
で
な

い
と
い
う
。
令
和
六
年
一
月
末
現
在
の
加
部

島
の
高
齢
化
率
は
四
三
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
、

唐
津
市
全
体
（
三
三
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
よ
り
高

昭
和
二
九
年　
　

�

第
四
次
指
定
に
よ
り
馬
渡
島
・
小
川

島
が
法
指
定
離
島
に

昭
和
三
二
年　
　

�

第
六
・
七
次
指
定
に
よ
り
加
唐
島
・

松
島
・
高
島
・
神
集
島
、加
部
島
、向

島
が
法
指
定
離
島
に

昭
和
五
五
年　

�　

�

呼
子
町
か
ら
の
委
託
で
九
州
経
済
調

査
協
会
が
加
部
島
架
橋
経
済
調
査
を

実
施

昭
和
五
八
年
〜
平�

成
元
年　

　
　
　
　
　
　
　
呼
子
大
橋
を
建
設

平
成
三
年　
　
　

�

第
一
三
次
指
定
解
除
に
よ
り
加
部
島

が
法
対
象
離
島
か
ら
外
れ
る

航路
橋

2km

唐津星賀

呼子

馬渡島 松島

加唐島

小川島

加部島
神集島

高島
向島

名護屋
呼子大橋
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い
。
子
ど
も
の
減
少
に
と
も
な
い
加
部
島
小

学
校
は
平
成
二
三
年
に
本
土
側
の
呼
子
小
学

校
に
統
合
さ
れ
て
い
る
。
加
部
島
中
学
校
は

架
橋
前
の
昭
和
六
〇
年
に
呼
子
中
学
校
に
統

合
（
平
成
二
五
年
に
は
呼
子
中
も
旧
鎮
西
町
の
打
上

中
、
名
護
屋
中
と
統
合
し
海かい
青せい
中
学
校
と
な
っ
た
）

さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
島
に
住
む
小
中
学
生

は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
通
学
し
て
い
る
。

特
産
品
と
な
っ
た
甘
夏
栽
培

山
口 

初は
じ
め

・
め
ぐ
み
夫
妻
は
、
架
橋
以
前
か

ら
加
部
島
で
甘
夏
の
有
機
肥
料
栽
培
に
取
り

組
ん
で
い
る
（
本
誌
二
五
六
号
参
照
）。
初
氏
は

「
加
部
島
は
昔
か
ら
水
が
貴
重
な
島
。そ
の
た

め
、
農
業
を
発
展
さ
せ
る
に
は
配
水
管
整
備

が
重
要
だ
っ
た
。
架
橋
に
合
わ
せ
て
農
業
用

水
用
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、

イ
チ
ゴ
の
ハ
ウ
ス
栽
培
や
タ
マ
ネ
ギ
栽
培
な

ど
に
取
り
組
む
人
が
出
て
き
た
」
と
当
時
を

振
り
返
る
。

架
橋
後
、
規
格
外
の
た
め
廃
棄
さ
れ
る
甘

夏
を
利
活
用
す
る
べ
く
、
め
ぐ
み
さ
ん
の
手

で
甘
夏
ゼ
リ
ー
の
加
工
販
売
も
手
掛
け
る
よ

う
に
な
り
、
平
成
二
年
に
「
甘
夏
か
あ
ち
ゃ

ん
」
を
創
業
。
一
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
甘

夏
を
収
穫
し
、
冷
蔵
庫
で
保
管
し
た
後
、
ゼ

リ
ー
に
加
工
し
て
い
る
。生
産
量
は
現
在
、年

間
で
生
果
四
〇
ト
ン
、
ゼ
リ
ー
三
〇
ト
ン
ほ

ど
。
商
品
は
、
道
の
駅
を
は
じ
め
唐
津
市
内

各
所
で
販
売
さ
れ
て
お
り
、
め
ぐ
み
さ
ん
や

息
子
の
恵
市
さ
ん
が
自
動
車
で
配
送
し
て
い

る
。
東
京
の
高
級
ホ
テ
ル
な
ど
、
全
国
各
地

か
ら
の
発
注
も
多
い
。
ま
た
、「
甘
夏
か
あ
ち

ゃ
ん
」
で
は
、
関
西
な
ど
県
外
か
ら
の
修
学

旅
行
生
の
農
業
体
験
の
受
け
入
れ
も
行
な
っ

て
い
る
。
修
学
旅
行
生
は
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
来
島
し
、
収
穫
や
ゼ
リ
ー
作
り
な
ど
を
体

験
で
き
る
。

島
外
か
ら
の
人
材
・
企
業
に
よ
る�

水
産
・
商
業
の
活
性
化

架
橋
に
よ
り
常
時
交
通
が
確
保
さ
れ
た
加

部
島
で
は
、
島
外
の
企
業
・
移
住
者
に
よ
る

新
た
な
動
き
も
み
ら
れ
始
め
て
い
る
。
令
和

三
年
、
唐
津
市
を
中
心
に
養
殖
業
を
展
開
す

る
企
業
が
、
加
部
島
で
ア
ジ
な
ど
の
養
殖
業

を
営
ん
で
い
た
水
産
会
社
を
買
収
・
合
併
す

る
形
で
（
株
）
ヤ
マ
フ
マ
ル
サ
カ
を
設
立
し

た
。
呼
子
大
橋
の
下
、
加
部
島
と
本
土
間
の

「甘夏かあちゃん」の甘夏ゼリー。
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海
峡
に
は
、
同
社
の
養
殖
生
け
簀
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。

現
在
、
生
け
簀
は
最
大
六
六
台
。
三
八
台

が
稼
働
し
、唐
津
Ｑ
サ
バ
（
後
述
）
一
〇
万
尾
、

ク
エ
二
万
尾
、
シ
マ
ア
ジ
三
万
五
千
尾
、
ト

ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン
（
玄
海
サ
ー
モ
ン
）
二
万
尾

を
養
殖
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
こ
の
養
殖
施

設
の
主
力
は
、「
唐
津
Ｑ
サ
バ
」
と
呼
ば
れ
る

ブ
ラ
ン
ド
サ
バ
で
あ
る
。
市
と
九
州
大
学
が

共
同
研
究
で
養
殖
の
手
法
を
開
発
し
た
こ
と

か
ら
、
同
大
学
の
頭
文
字
やQ

uality

な
ど

複
数
の
意
味
を
込
め
て
名
付
け
ら
れ
た
。

唐
津
Ｑ
サ
バ
の
特
徴
は
、
卵
か
ら
魚
を
育

て
、
育
成
し
た
魚
か
ら
採
卵
を
行
な
う
完
全

養
殖
で
あ
る
点
だ
。
天
然
魚
を
採
捕
し
て
大

き
く
育
て
る
従
来
の
養
殖
法
と
異
な
り
、
一

貫
し
て
人
が
管
理
し
た
エ
サ
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
ア
ニ
サ
キ
ス
の
寄
生
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
ヤ
マ
フ
マ
ル
サ
カ
産
の

サ
バ
を
親
魚
と
し
て
、
本
土
の
唐
津
市
水
産

業
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
で
生
産
さ
れ
た
稚

魚
を
島
に
運
び
入
れ
、
体
重
四
〇
〇
グ
ラ
ム

ま
で
育
て
て
出
荷
し
て
い
る
。
出
荷
時
期
は

真
夏
と
真
冬
を
避
け
一
〇
月
～
六
月
頃
（
令

和
四
年
度
の
赤
潮
の
影
響
を
受
け
た
た
め
、
同
五
年

度
は
六
年
三
月
以
降
に
出
荷
予
定
）。佐
賀
玄
海
漁

協
の
魚
市
場
に
加
え
、
漁
協
を
通
し
て
同
社

の
取
引
先
に
卸
し
て
い
る
。
主
な
利
用
者
は
、

市
内
飲
食
店
や
宿
泊
業
者
で
、
味
は
も
ち
ろ

ん
、
安
心
し
て
生
食
で
き
、
安
定
供
給
が
可

呼子大橋の外観。

唐津Ｑサバの養殖生け簀で、その特性を説明する出口養殖場長。
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と
し
て
登
場
す
る
ア
ニ
メ
『
ゾ
ン
ビ
ラ
ン
ド

サ
ガ
』
を
機
に
佐
賀
県
内
を
巡
る
よ
う
に
な

り
、
数
年
前
に
加
部
島
に
移
住
。
喫
茶
店
の

開
業
以
前
は
島
か
ら
隣
町
の
玄
海
町
の
介
護

施
設
に
通
勤
し
て
い
た
と
い
う
。

開
店
し
て
間
も
な
い
が
、
島
の
数
少
な
い

喫
茶
店
と
し
て
、
地
域
の
人
に
も
利
用
さ
れ

始
め
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
趣
味
の
写
真
撮

影
の
経
験
を
活
か
し
て
、
観
光
客
に
「
杉
ノ

原
放
牧
場
」
な
ど
の
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
案

内
す
る
こ
と
も
あ
る
。「
加
部
島
は
車
で
回
る

の
に
良
い
島
で
す
が
、
道
が
分
か
り
づ
ら
い

と
こ
ろ
が
ネ
ッ
ク
。
こ
の
ほ
か
、
月
に
一
～

二
回
程
度
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
参
加
者
を
募
集
し
、
店

内
で
プ
ラ
モ
デ
ル
を
組
み
立
て
る
イ
ベ
ン
ト

も
企
画
し
て
い
る
。
地
元
・
観
光
・
趣
味
の

つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
」
と
田

畑
氏
は
話
す
。

小
川
島
―
水
産
業
で
栄
え
る
島

呼
子
港
か
ら
定
期
船
で
二
〇
分
。
小
川
島

は
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
三
十
年
代
ま
で
捕

鯨
で
栄
え
、
島
内
に
は
か
つ
て
の
鯨
見
張
所

や
鯨
供
養
の
塔
が
残
る
。

現
在
も
主
要
産
業
は
漁
業
で
、
特
に
六
月

か
ら
九
月
に
か
け
て
の
ヤ
リ
イ
カ（
ケ
ン
サ
キ

イ
カ
）
漁
が
盛
ん
で
あ
る
。
港
に
瞬
間
冷
凍

設
備
を
備
え
て
お
り
、
新
鮮
な
イ
カ
を
墨
袋

を
取
り
除
い
た
後
す
ぐ
に
凍
ら
せ
、
真
空
パ

ッ
ク
詰
め
す
る
「
宝
凍
イ
カ
」
が
島
を
代
表

す
る
商
品
だ
。
し
か
し
近
年
、
そ
の
漁
獲
量

は
減
少
。
従
来
は
、
冬
季
も
お
歳
暮
用
な
ど

と
し
て
冷
凍
貯
蔵
し
た
在
庫
か
ら
販
売
し
て

い
た
が
、
現
在
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

の
発
送
に
限
っ
て
い
る
。

イ
カ
に
加
え
て
、ア
ラ
（
ク
エ
）
の
一
本
釣

り
が
操
業
さ
れ
て
い
る
が
、
獲
れ
る
サ
イ
ズ

が
年
々
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
小
川
島
区
長

の
渡
辺
保
晴
氏
に
よ
る
と
「
九
月
か
ら
三
月

に
か
け
て
、
島
を
出
て
出
稼
ぎ
に
出
る
人
が

増
え
て
い
る
」
と
い
う
。
さ
ら
に
島
で
は
ム

ラ
サ
キ
ウ
ニ
や
ガ
ン
ガ
ゼ
の
異
常
繁
殖
に
よ

る
磯
焼
け
も
深
刻
で
、
海
藻
の
胞
子
植
え
付

能
な
こ
と
か
ら
、
イ
カ
に
次
ぐ
呼
子
の
新
た

な
特
産
品
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

現
在
、
同
社
の
従
業
員
は
七
名
。
う
ち
二

人
は
加
部
島
に
住
み
、
残
り
五
人
は
市
内
本

土
か
ら
通
勤
し
て
い
る
。
早
朝
か
ら
の
作
業

も
あ
る
た
め
、
船
に
左
右
さ
れ
ず
に
出
勤
で

き
る
点
が
架
橋
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。
さ
ら

に
人
工
飼
料
の
移
入
や
、
活
魚
運
搬
車
に
よ

る
出
荷
な
ど
の
面
で
も
、
常
時
交
通
が
確
保

さ
れ
て
い
る
利
点
は
大
き
い
。「
加
部
島
周
辺

は
潮
通
し
が
良
い
た
め
、
水
温
な
ど
の
面
で

魚
体
の
成
長
に
良
い
。
二
〇
万
尾
の
出
荷
を

目
指
し
て
、
今
後
は
生
け
簀
を
増
や
し
て
い

く
予
定
」
と
、
養
殖
場
長
の
出
口
孝た

か

陽は
る

氏
は

展
望
を
語
っ
た
。

呼
子
大
橋
が
窓
か
ら
見
え
る
見
晴
ら
し
の

良
い
古
民
家
を
改
装
し
た
住
居
兼
店
舗
で
、

自
家
焙
煎
の
コ
ー
ヒ
ー
と
唐
津
市
産
の
牛
乳

を
使
っ
た
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
な
ど
を
提
供
し

て
い
る
の
は
「
喫
茶
ネ
ル
ヤ
」
だ
。
令
和
五

年
一
一
月
、
加
部
島
で
開
業
。
店
主
の
田
畑

貴
広
氏
は
福
岡
県
出
身
で
、
佐
賀
県
が
舞
台
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け
（
ス
ポ
ア
バ
ッ
グ
法
）
な
ど
に
取
り
組
み
、藻

場
の
回
復
を
図
っ
て
い
る
。

少
人
数
な
ら
で
は
の
学
校
教
育

唐
津
市
お
よ
び
有
人
各
島
の
住
民
が
平
成

二
六
年
に
設
立
し
た
「
か
ら
つ
七
つ
の
島
活

性
化
協
議
会
」
は
、同
二
九
年
度
よ
り
、「
宝

さ
が
し
留
学
」
と
称
し
て
、
小
中
学
生
を
対

象
と
し
た
離
島
留
学
を
実
施
し
て
い
る
。
開

始
当
初
は
馬
渡
島
と
加
唐
島
の
二
島
だ
け
で

あ
っ
た
が
、
実
施
校
を
増
や
し
、
令
和
五
年

度
は
、
唐
津
市
の
離
島
で
開
校
し
て
い
る
す

べ
て
の
学
校
で
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

小
川
小
中
学
校
で
は
、全
校
生
徒
一
三
名
（
小

学
生
九
名
、中
学
生
四
名
）
の
う
ち
小
学
二
年
生

と
六
年
生
の
二
人
が
留
学
生
と
な
っ
て
い
る
。

小
川
島
の
留
学
形
式
は
、
保
護
者
も
島
で
暮

ら
す
家
族
留
学
を
採
用
し
て
い
る
。

小
川
小
中
学
校
の
特
色
は
、
地
域
に
根
差

し
た
教
育
活
動
で
あ
る
。
磯
で
の
実
習
を
通

じ
て
ウ
ニ
漁
を
学
ぶ
「
が
ぜ
と
り
体
験
」
や
、

か
つ
て
鯨
の
解
体
の
際
に
歌
わ
れ
た
労
働
歌

「
鯨
骨
切
り
唄
」を
体
育
大
会
な
ど
で
住
民
に

披
露
す
る
な
ど
、
児
童
・
生
徒
た
ち
が
島
の

産
業
や
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
随
所
に
設
け

て
い
る
。
な
お
、
鯨
骨
切
り
唄
は
島
内
有
志

で
「
子
供
保
存
会
」
を
つ
く
り
、
普
段
か
ら

地
域
住
民
が
指
導
者
と
し
て
練
習
な
ど
に
携

わ
る
こ
と
で
、
継
承
を
図
っ
て
お
り
、
そ
の

成
果
を
島
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
披
露
し

て
い
る
。

伊
東
泰
弘
校
長
の
案
内
で
、
授
業
風
景
を

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ク
ラ
ス
は
複
式

学
級
で
も
、
授
業
は
学
年
ご
と
に
行
な
わ
れ

る
た
め
、
ほ
ぼ
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
の
授
業
と

な
る
。
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
に
合
わ
せ
た

き
め
細
か
な
指
導
が
で
き
る
の
は
大
き
な
強

み
と
言
え
る
。

ま
た
、
表
現
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
を
養
う
た
め
、
児
童
・
生
徒
が
当
番
制
で

発
表
を
行
な
う
「
ス
ピ
ー
チ
タ
イ
ム
」
を
小

中
学
校
で
三
〇
年
も
続
け
て
い
る
。
基
本
的

に
は
小
学
校
・
中
学
校
単
位
だ
が
、
小
中
合

同
や
加
唐
島
の
加
唐
小
学
校
な
ど
他
校
と
一

緒
に
実
施
す
る
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら
に
中
学

校
で
は
月
に
一
回
、
馬
渡
中
学
校
の
生
徒
と

ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
、
新
聞

な
ど
で
気
に
な
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
を
紹
介
し
合

っ
て
い
る
と
い
う
。

向
島―海

士
漁
が
営
ま
れ
る
小
規
模
離
島

向
島
は
東
松
浦
半
島
西
方
に
位
置
し
、
本

ふるさと納税の返礼品の「宝凍イカ」。
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内
に
商
店
は
無
く
、
住
民
は
一
週
間
に
一
回

程
度
、定
期
船
で
本
土
へ
買
い
物
に
行
く
。高

齢
者
の
場
合
、
本
土
側
に
住
む
子
ど
も
が
送

迎
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

島
の
主
要
産
業
は
、
海

士
に
よ
る
採
貝
藻
漁
業
だ
。

ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
、
ウ
ニ

（
ア
カ
ウ
ニ
、ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
）

を
漁
獲
し
、
長
崎
の
壱
岐

島
か
ら
買
い
付
け
に
来
る

仲
買
人
に
出
荷
し
て
い
る
。

小
川
島
と
同
様
に
、
向
島

で
も
磯
焼
け
被
害
は
深
刻

で
、
特
に
中
身
の
詰
ま
っ

た
ウ
ニ
が
採
れ
な
く
な
っ

て
い
る
。
現
在
、
一
二
月

か
ら
三
月
に
か
け
て
は
、

サ
ワ
ラ
の
引
き
縄
釣
り
漁

も
実
施
し
て
い
る
。

島
に
は
入
野
小
学
校
向

島
分
校
が
あ
る
が
、
現
在

休
校
中
。
た
だ
、
島
内
に

未
就
学
児
が
一
人
い
る
た
め
、
再
来
年
度
に

は
再
開
す
る
予
定
だ
。
医
療
面
で
は
、
常
勤

の
医
師・看
護
師
は
お
ら
ず
、月
に
二
回
、市

民
病
院
の
医
師
が
訪
問
診
療
し
て
い
る
。
歯

医
者
も
年
に
四
回
来
島
し
、
歯
石
除
去
な
ど

を
行
な
っ
て
い
る
。
島
内
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は

あ
る
が
、
夜
間
や
早
朝
の
緊
急
搬
送
は
実
施

し
て
い
な
い
た
め
、
急
患
が
出
た
際
は
家
族

や
親
族
の
漁
船
で
星
賀
港
ま
で
運
び
、
そ
こ

か
ら
救
急
車
で
搬
送
し
て
い
る
と
い
う
。

多
様
な
役
割
を
担
う
介
護
施
設

集
落
中
心
部
に
位
置
す
る
「
サ
テ
ラ
イ
ト

向
島
」
は
、
令
和
三
年
四
月
に
開
設
さ
れ
た

向
島
初
の
小
規
模
多
機
能
施
設
だ
。
サ
テ
ラ

イ
ト
の
名
が
示
す
通
り
、
唐
津
市
本
土
の
小

規
模
多
機
能
施
設
「
ひ
だ
ま
り 

し
い
の
木
」

の
分
所
と
い
う
位
置
づ
け
で
、
本
土
側
と
同

じ
料
金
で
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
、
訪
問
介
護
、
配
食
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
重
い
要
介
護
度

土
の
星ほ

し

賀か

港
か
ら
定
期
船
で
一
〇
分
。
唐
津

市
の
離
島
の
中
で
は
、
松
島
（
四
五
人
、
令
和

二
年
国
調
）に
次
ぐ
小
規
模
な
島
で
あ
る
。
向

島
区
長
の
小
山
義
久
氏
な
ど
に
よ
る
と
、
島

小川中学校での美術授業の様子。写真の川野芽依さんは佐賀県学童美術展など
に複数回入賞している。
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期
ま
で
故
郷
で
過
ご
し
た
い
と
い
う
想
い
は

同
じ
。
介
護
施
設
に
入
る
た
め
に
島
を
離
れ

た
父
の
涙
が
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
」

坂
本
さ
ん
は
数
年
か
け
て
島
に
足
繁
く
通

い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
整
体
師
を
招
く

な
ど
住
民
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
、

実
家
の
跡
地
に
施
設
を
建
て
た
。
な
お
、
島

に
サ
テ
ラ
イ
ト
型
事
業
所
を
設
置
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
本
体
と
の
距
離
・
時
間
な
ど
の

面
で
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
、
唐
津
市
と
の
調
整

に
三
年
か
か
っ
た
と
い
う
［
※
］。
施
設
が
で

き
た
こ
と
で
、
島
内
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
島

外
の
施
設
か
ら
島
に
戻
っ
た
方
も
い
る
。
利

用
者
の
家
族
か
ら
も
「
施
設
が
あ
る
こ
と
で
、

島
を
離
れ
て
い
る
時
も
安
心
で
き
る
」
と
好

評
だ
。「
島
で
一
日
で
も
長
く
健
康
で
い
て
ほ

し
い
」
と
坂
本
さ
ん
は
話
す
。
な
お
、
現
在

も
月
に
二
回
島
に
整
体
師
を
招
い
て
い
る
。

同
施
設
の
機
能
は
幅
が
広
く
、例
え
ば
、雷

や
大
雨
の
際
に
利
用
者
を
は
じ
め
住
民
の
避

難
場
所
と
な
っ
て
い
た
り
、
当
直
を
一
人
置

サテライト向島の館内の様子。

サテライト向島自慢の島産アジフライ。

五
も
対
応
可
能
で
、従
業
員
は
七
名
（
う
ち
島

在
住
四
名
）
体
制
で
運
営
し
て
い
る
。

同
施
設
を
含
め
市
内
で
複
数
の
介
護
施
設

を
経
営
す
る
坂
本
ス
ジ
子
さ
ん
は
、
向
島
出

身
。
島
外
で
介
護
事
業
に
携
わ
る
中
で
、
島

の
高
齢
者
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、
両
親
を
島
外
で
看

取
っ
た
こ
と
を
機
に
、
向
島
に
介
護
施
設
を

作
る
こ
と
を
決
意
し
た
と
い
う
。

「
以
前
、
向
島
に
は
自
力
で
お
風
呂
に
入
る

こ
と
が
で
き
ず
、
何
年
も
入
浴
で
き
て
い
な

い
人
さ
え
い
た
。島
に
住
む
お
年
寄
り
も
、最
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ド
事
業
）、
小
川
島
を
は
じ
め
他
の
島
で
も
体

験
会
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
向
島
で
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
向
島
の

存
在
が
住
民
の
健
康
福
祉
の
向
上
に
直
結
し

て
い
る
。
小
山
区
長
を
は
じ
め
島
に
住
む

方
々
も
、「
施
設
が
で
き
て
安
心
し
た
」
と
語

っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
施
設
が
手

厚
い
サ
ー
ビ
ス
を
島
で
実
施
で
き
て
い
る
の

は
、
坂
本
社
長
の
故
郷
に
か
け
る
想
い
に
依

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
よ
う
に
感
じ
る
。
全
国

の
離
島
に
お
い
て
も
、
住
民
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
介
護
施
設
を
は
じ
め
介
護
態
勢
の

充
実
は
、
常
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
向
島
の

実
践
事
例
を
水
平
展
開
で
き
る
よ
う
、
離
島

に
お
け
る
サ
テ
ラ
イ
ト
型
事
業
所
の
設
置
要

件
の
緩
和
措
置
を
は
じ
め
、
介
護
士
の
確
保

な
ど
に
つ
い
て
、
国
の
さ
ら
な
る
支
援
が
必

要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

（
石
川
）

※
：
小
規
模
多
機
能
施
設
に
お
け
る
本
体
事
業
所
と
サ

テ
ラ
イ
ト
型
事
業
所
と
の
距
離
に
つ
い
て
、厚
生
労
働

省
の
基
準
で
は
、自
動
車
な
ど
で
の
移
動
に
要
す
る
時

間
が
お
お
む
ね
二
〇
分
未
満
と
さ
れ
て
い
る
。

い
て
夜
間
の
急
な
体
調
不
良
に
も
対
応
可
能

と
す
る
な
ど
、
時
に
介
護
の
枠
を
超
え
た
役

割
を
担
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
喫
茶
と
し
て

コ
ー
ヒ
ー
や
予
約
制
で
ワ
カ
メ
の
佃
煮
や
ア

ジ
フ
ラ
イ
な
ど
島
の
食
材
を
使
っ
た
昼
食
を

提
供
す
る
な
ど
、
交
流
拠
点
と
し
て
の
役
目

も
果
た
し
て
い
る
。
飲
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
来

島
者
も
利
用
可
能
だ
。「
両
親
が
か
つ
て
島
で

休
憩
所
を
営
ん
で
い
て
、
宿
泊
場
所
や
飲
食

を
提
供
す
る
な
ど
、
人
の
役
に
立
つ
こ
と
な

ら
何
で
も
や
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
見
習
っ
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
利
益
だ
け
を
考
え
る
と

で
き
な
い
」
と
、
坂
本
さ
ん
は
笑
う
。

⃝

以
上
、
唐
津
市
の
三
島
の
現
況
を
見
て
き

た
。
加
部
島
で
は
山
口
夫
妻
や
ヤ
マ
フ
マ
ル

サ
カ
の
事
業
の
よ
う
に
地
域
資
源
を
活
か
し

た
特
産
品
の
開
発
・
販
売
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
と
と
も
に
、
喫
茶
ネ
ル
ヤ
の
田
畑
氏
の

よ
う
な
新
規
移
住
者
の
獲
得
や
島
内
外
の

方
々
と
の
交
流
の
促
進
な
ど
、
架
橋
の
プ
ラ

ス
の
効
果
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
方
、
現
在
市
で
は
「
か
ら
つ
七
つ
の
島

活
性
化
協
議
会
」
や
佐
賀
県
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
活
動
と
し
て
、
離
島
振
興
法
に
指

定
さ
れ
て
い
る
有
人
七
島
が
一
丸
と
な
っ
て

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
加
部
島

は
法
指
定
外
で
あ
る
た
め
そ
の
活
動
に
含
ま

れ
な
い
こ
と
が
多
い
。
島
を
Ｐ
Ｒ
す
る
催
事

や
島
同
士
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
、
加
部

島
も
有
人
七
島
と
と
も
に
「
玄
海
諸
島
」
と

し
て
、
一
緒
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

双
方
に
と
っ
て
刺
激
に
な
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

小
川
小
中
学
校
で
は
、
少
人
数
な
が
ら
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で
対
外
経
験
の
確
保

に
努
め
て
い
る
。
離
島
の
小
規
模
校
に
お
け

る
不
利
な
点
を
克
服
で
き
れ
ば
、
マ
ン
ツ
ー

マ
ン
授
業
の
よ
う
な
島
の
学
校
の
特
徴
は
、

大
き
な
長
所
に
も
な
り
得
る
。
な
お
、
本
稿

で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
神
集
島
を
中

心
に
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
災
害
時
の
物
資

輸
送
や
イ
ノ
シ
シ
対
策
な
ど
の
実
証
試
験
が

行
な
わ
れ
て
お
り
（
国
交
省
ス
マ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン


